
  

 
北海道開発局では、国道や河川の管理に必要となる画像情報をリアルタイムで収集

するため、大容量のデータ収集・配信を行えるよう光ファイバーネットワークの整備

を進めています。 
札幌河川事務所管内においては、河川管理用として平成 15年度末現在で 63台の監
視カメラを設置しており、この情報の伝達に必要な光ファイバーを敷設しています。

さらに防災関係機関が相互に接続して光ファイバーネットワークを整備し、情報の共

有化を進めています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（洪水危機管理シンポジウムより：石狩川開発建設部資料より）

● 光ファイバーネットワークの整備 


